








155

資料 2

解説　
　本資料は、東京都市大学建築都市デザイン学部勝又研究室に保管されてい
たが、2021 年 3 月に東京都市大学世田谷図書館蔵田周忠文庫に寄贈された。

対象：画用紙の表に水彩で建築物が描かれている。題名は記されておらず、
付随する関係資料もない。表面左下に「Berlin Britz 1931.kurata」の文字が

蔵田周忠（ くらた ちかただ　1895-1966）
《 大ジードルンク・ブリッツ》
制作年	 1931 年（ 昭和 6）
材質・技法・形状	 水彩画
寸法（㎝）	 36.4 × 30.8
署名・年記	 画面表左下「Berlin Britz 1931.kurata」、裏左下「 タウトの
作品より」鉛筆書き
所蔵	 蔵田周忠文庫
所蔵経緯	 東京都市大学 建築都市デザイン学部建築学科　　
	 勝俣研究室より寄贈（2021 年 2 月）
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ある。「1931」の前方にも文字があったと思われるが、四隅欠損により判読
不可。裏面には、「タウトの作品より」と鉛筆書きされている。ブルーノ・タ
ウトが設計した大ジードルンク・ブリッツ（1925-30 年　ベルリン中心部よ
り南の郊外にあり、馬蹄形住棟が有名）の資料と照合し、Rote Front （The 
red front）と呼ばれている場所のスケッチと筆者は考える。

場所、時期：蔵田は、実際に大ジードルンク・ブリッツを訪れている。当地
で簡単なスケッチ、あるいは写真を撮って、それを帰宅後あるいは帰国後に
仕上げることも考えられるが、蔵田は、タウトのジードルンクは色彩がその
大きな特徴であると著書の中でも述べているので、その場での観察によって
描かれたと考える方が自然である。ただ、蔵田は、壁面の塗料の色彩が強く

「日本人にはどうしても親しみ得ない意思的な表現」（『ブルーノ・タウト』）
であるとも感じていた。
　当時の白黒画像は残っているが、カラーフィルムのない時代なので、この
ように色彩がわかる本資料は貴重である。紙面のサイズ、水彩の色調、肌
理などが資料 1《ツェーレンドルフ・ジードルンク》とほぼ同じである。した
がって、資料 2《大ジードルンク・ブリッツ》が 1931 年（昭和 6）に描かれた
ものとすると、資料1《ツェーレンドルフ・ジードルンク》も同地で描かれた
と推測できる。
　タウトが来日し、1933年（昭和8）9月13日から24日まで猿楽町の蔵田家
に滞在した折に、この 2 枚の水彩画を見せると、タウトはひどく懐かしがっ
て、またおおげさなほどの褒め方をした、と蔵田は回想している。

［付記］
　資料 1、2 のカラー図版は、東京都市大学共通教育部ホームページ「東京
都市大学共通教育部紀要」で公開。
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